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1-1. 第１四半期連結業績概要

（単位：百万円、％）

--------3.7%3.7%3.7%3.7%△△△△2.3%2.3%2.3%2.3%利益率利益率利益率利益率

----373737373333228228228228△△△△145145145145四半期四半期四半期四半期純利益純利益純利益純利益

--------1.8%1.8%1.8%1.8%----利益率利益率利益率利益率

----111111111111110110110110△１△１△１△１経常利益経常利益経常利益経常利益

----1.2%1.2%1.2%1.2%3.0%3.0%3.0%3.0%1.8%1.8%1.8%1.8%利益率利益率利益率利益率

62.1%62.1%62.1%62.1%71717171187187187187115115115115営業利益営業利益営業利益営業利益

△△△△1.9%1.9%1.9%1.9%△△△△1201201201206,2116,2116,2116,2116,3316,3316,3316,331売上高売上高売上高売上高

率率率率額額額額

対前期比増減対前期比増減対前期比増減対前期比増減2013201320132013年年年年3333月期月期月期月期

1Q1Q1Q1Q

2012201220122012年年年年3333月期月期月期月期

1Q1Q1Q1Q
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1-2.  第1四半期連結業績のポイント

◆◆◆◆ヒンジ事業の赤字解消により営業利益が増加ヒンジ事業の赤字解消により営業利益が増加ヒンジ事業の赤字解消により営業利益が増加ヒンジ事業の赤字解消により営業利益が増加
ヒンジ事業は、事業縮小に伴い売上高は減少したものの、製品値上げと固ヒンジ事業は、事業縮小に伴い売上高は減少したものの、製品値上げと固ヒンジ事業は、事業縮小に伴い売上高は減少したものの、製品値上げと固ヒンジ事業は、事業縮小に伴い売上高は減少したものの、製品値上げと固

定費削減の効果で営業損益が前年同期に比べ大幅改善。主力事業の利定費削減の効果で営業損益が前年同期に比べ大幅改善。主力事業の利定費削減の効果で営業損益が前年同期に比べ大幅改善。主力事業の利定費削減の効果で営業損益が前年同期に比べ大幅改善。主力事業の利

益減少をカバーし、連結業績の改善に寄与。益減少をカバーし、連結業績の改善に寄与。益減少をカバーし、連結業績の改善に寄与。益減少をカバーし、連結業績の改善に寄与。

◆◆◆◆精密ばねとプラスチックの両事業は減益精密ばねとプラスチックの両事業は減益精密ばねとプラスチックの両事業は減益精密ばねとプラスチックの両事業は減益
精密ばね事業は、精密ばね事業は、精密ばね事業は、精密ばね事業は、 国内においてＯＡ機器やＰＣ関連向けの売上減少から国内においてＯＡ機器やＰＣ関連向けの売上減少から国内においてＯＡ機器やＰＣ関連向けの売上減少から国内においてＯＡ機器やＰＣ関連向けの売上減少から

営業利益が減少。プラスチック事業は、自動車向けの売上が伸びたものの、営業利益が減少。プラスチック事業は、自動車向けの売上が伸びたものの、営業利益が減少。プラスチック事業は、自動車向けの売上が伸びたものの、営業利益が減少。プラスチック事業は、自動車向けの売上が伸びたものの、

国内及び中国での人件費増加から、営業利益が国内及び中国での人件費増加から、営業利益が国内及び中国での人件費増加から、営業利益が国内及び中国での人件費増加から、営業利益が前年同期に比べ前年同期に比べ前年同期に比べ前年同期に比べ半減。半減。半減。半減。

◆◆◆◆特別利益の計上により最終利益はさらに改善特別利益の計上により最終利益はさらに改善特別利益の計上により最終利益はさらに改善特別利益の計上により最終利益はさらに改善

昨年昨年昨年昨年10101010月に洪水被害を受けたタイ工場の保険金収入月に洪水被害を受けたタイ工場の保険金収入月に洪水被害を受けたタイ工場の保険金収入月に洪水被害を受けたタイ工場の保険金収入167167167167百万円を特別利百万円を特別利百万円を特別利百万円を特別利

益として計上。四半期純利益は、前年同期よりも益として計上。四半期純利益は、前年同期よりも益として計上。四半期純利益は、前年同期よりも益として計上。四半期純利益は、前年同期よりも373373373373百万円改善。百万円改善。百万円改善。百万円改善。
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△145△145△145△145

228228228228

1-3. 第1四半期業績推移（連結）

6,2116,331

12/3期1Q12/3期1Q12/3期1Q12/3期1Q 13/3期1Q13/3期1Q13/3期1Q13/3期1Q

13/313/313/313/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ

（百万円）（百万円）

115115115115

187187187187

（百万円）

13/313/313/313/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ11112/32/32/32/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ11112/32/32/32/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益

四半期四半期四半期四半期純利益純利益純利益純利益

13/313/313/313/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ11112/32/32/32/3期第期第期第期第1111ＱＱＱＱ

営業利益率営業利益率営業利益率営業利益率

1.81.81.81.8

3.03.03.03.0

12/3期第１Ｑ12/3期第１Ｑ12/3期第１Ｑ12/3期第１Ｑ 13/3期第１Ｑ13/3期第１Ｑ13/3期第１Ｑ13/3期第１Ｑ
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92929292
187187187187

293293293293

111111111111115115115115

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

6,3316,3316,3316,331

6,7656,7656,7656,765

6,0866,0866,0866,086 6,2116,2116,2116,211
6,0076,0076,0076,007

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

1-4. 四半期別業績推移（連結）

1.5%1.5%1.5%1.5% 3.0%3.0%3.0%3.0%

1.8%1.8%1.8%1.8% 1.8%1.8%1.8%1.8%

4.3%4.3%4.3%4.3%

1Q1Q1Q1Q 2Q2Q2Q2Q 3Q3Q3Q3Q 4Q4Q4Q4Q 1Q1Q1Q1Q

163
150

228228228228

57

△145

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

営業利益営業利益営業利益営業利益・利益率・利益率・利益率・利益率

当期当期当期当期純利益純利益純利益純利益

売上高売上高売上高売上高

12/3月期 13/3月期

（百万円）
（百万円）

（百万円）

12/3月期 13/3月期

12/3月期 13/3月期



6

252

△230

89
42424242

144144144144

2222

-300-300-300-300

-150-150-150-150

0000

150150150150

300300300300

450450450450

570

2,417

3,343

195195195195

2,6492,6492,6492,649

3,3663,3663,3663,366

0000

1,5001,5001,5001,500

3,0003,0003,0003,000

4,5004,5004,5004,500

1-5. 事業別売上高・営業利益

精密ばね

売上高売上高売上高売上高

ヒンジ

精密ばね

セグメントセグメントセグメントセグメント利益利益利益利益

ヒンジ

（単位：百万円）

（単位：百万円）

＜＜＜＜前第前第前第前第1111四半期四半期四半期四半期からの変動要因からの変動要因からの変動要因からの変動要因＞＞＞＞

プラスチック

プラスチック

・携帯電話向け事業の縮小とＰＣ向け事業の売却に
伴い、売上が減少。

・製品価格の値上げや人件費等の固定費削減により、
損益は大幅に改善。

＜売上：△65.8%、セグメント損益：232百万円改善＞

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック

・国内はＯＡ機器向けの売上が減少したものの、自動
車向けの売上が伸長。

・海外も、ベトナム・マレーシアで自動車向け等の売上
が増加。

・国内および中国で、賞与や賃上げ等に伴い人件費
が増加したため、収益は減少。

＜売上：+9.6%、セグメント利益：46百万円減少＞

ヒンジヒンジヒンジヒンジ

・国内は自動車向けの売上が増加したものの、ＯＡ機
器・ＰＣ関連向けの売上が減少。

・海外は、米国やアジアで自動車向けの売上が伸長。
・全体として、売上高はほぼ横ばいだったが、国内の

利益落ち込みにより、収益が減少。
＜売上：+0.7% 、セグメント利益：107百万円減少＞

精密ばね精密ばね精密ばね精密ばね

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q
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3,951

1,772

325 281

3,5033,5033,5033,503

2,0772,0772,0772,077

372372372372 257257257257

0000

2,0002,0002,0002,000

4,0004,0004,0004,000

6,0006,0006,0006,000

8,0008,0008,0008,000

日本 アジア 米国 ヨーロッパ

1-6. 所在地別売上高・営業利益

セグメントセグメントセグメントセグメント利益利益利益利益

売上高売上高売上高売上高 （単位：百万円）

（単位：百万円）

・欧州は医療ｊ機器向けの売上減少により、減
益。

・アジアは精密ばね事業、プラスチック事業とも
自動車向けの売上が伸び、増収・増益。

＜売上：+13.8%、営業利益：26百万円増加＞

海外海外海外海外

・売上高減少は、ヒンジ事業の売上減少と精密
ばね事業におけるＯＡ機器とＰＣ関連向けの売
上減少が要因。

•国内の精密ばね事業とプラスチック事業は、と
もに収益が減少。ヒンジ事業の収益改善の効
果により、全体では損益が改善。

＜売上：△11.4%、営業損益：51百万円改善＞

日本日本日本日本

＜＜＜＜前第前第前第前第1Q1Q1Q1Qからの変動要因からの変動要因からの変動要因からの変動要因＞＞＞＞

3734
61

△19

5555

29292929

124124124124

31313131

-20-20-20-20

80808080

日本 アジア 米国 ヨーロッパ

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

12/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q

12/3期

第1Q

13/3期

第1Q
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1-7. 連結市場別売上高

△△△△0.9%0.9%0.9%0.9%△△△△33335.0%5.0%5.0%5.0%3083083083084.9%4.9%4.9%4.9%311311311311精密機器精密機器精密機器精密機器

△△△△43.4%43.4%43.4%43.4%△△△△1661661661663.5%3.5%3.5%3.5%2152152152156.0%6.0%6.0%6.0%381381381381携帯情報端末携帯情報端末携帯情報端末携帯情報端末

△△△△14.4%14.4%14.4%14.4%△△△△999999999.5% 9.5% 9.5% 9.5% 58858858858810.9% 10.9% 10.9% 10.9% 687687687687その他その他その他その他

△△△△18.6%18.6%18.6%18.6%△△△△767676765.3%5.3%5.3%5.3%3323323323326.5%6.5%6.5%6.5%408408408408AVAVAVAV家電家電家電家電

△△△△2.5%2.5%2.5%2.5%△△△△55553.0%3.0%3.0%3.0%1891891891893.1%3.1%3.1%3.1%194194194194医療機器医療機器医療機器医療機器

100% 100% 100% 100% 

7.8%7.8%7.8%7.8%

8.7%8.7%8.7%8.7%

21.4%21.4%21.4%21.4%

30.8%30.8%30.8%30.8%

構成比

6,2116,2116,2116,211

425425425425

254254254254

2,0662,0662,0662,066

1,8341,8341,8341,834

1Q 構成比1Q 増減率額

13131313年年年年3333月期月期月期月期12121212年年年年3333月期月期月期月期

（百万円）

△△△△1.9%1.9%1.9%1.9%△△△△120120120120100% 100% 100% 100% 6,3316,3316,3316,331合計合計合計合計

△△△△14.1%14.1%14.1%14.1%△△△△696969696.8%6.8%6.8%6.8%494494494494住設機器住設機器住設機器住設機器

△△△△53.7%53.7%53.7%53.7%△△△△2942942942944.1%4.1%4.1%4.1%548 548 548 548 PCPCPCPC・周辺機器・周辺機器・周辺機器・周辺機器

52.5%52.5%52.5%52.5%71171171171133.3%33.3%33.3%33.3%1,354 1,354 1,354 1,354 自動車機器自動車機器自動車機器自動車機器

△△△△6.0%6.0%6.0%6.0%△△△△11811811811829.5%29.5%29.5%29.5%1,9511,9511,9511,951ＯＡ機器ＯＡ機器ＯＡ機器ＯＡ機器

増減
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2,464

505505505505

2

△231△231△231△231
△326

179

522522522522

2,5342,5342,5342,534

3,2573,2573,2573,257

2,001

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

.

1-8. 連結キャッシュフロー
(百万円）

財務活動による財務活動による財務活動による財務活動によるCFCFCFCF

国内やアジアの工場にお

ける機械設備の更新や金

型投資により、資金が231

百万円減少

銀行からの借入金の増加

等により、資金が522百万

円増加

投資活動による投資活動による投資活動による投資活動によるCFCFCFCF

四半期純利益、減価償却

費による資金留保等により、

資金が505百万円増加

営業活動による営業活動による営業活動による営業活動によるCFCFCFCF

＜＜＜＜13/313/313/313/3期第期第期第期第1111四半期の状況＞四半期の状況＞四半期の状況＞四半期の状況＞

営
業

営
業

営
業

営
業
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

投
資

投
資

投
資

投
資
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

財
務

財
務

財
務

財
務
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｆ

現
金

現
金

現
金

現
金
・・ ・・
現
金
同
等
物
期
末
残
高

現
金
同
等
物
期
末
残
高

現
金
同
等
物
期
末
残
高

現
金
同
等
物
期
末
残
高

12/3期

第1四半期

13/3期

第1四半期

現
金

現
金

現
金

現
金
・・ ・・
現
金
同
等
物
期
首
残
高

現
金
同
等
物
期
首
残
高

現
金
同
等
物
期
首
残
高

現
金
同
等
物
期
首
残
高

フリーCF

△324

フリーCF

274
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2-1. 2013年3月期連結業績予想の修正

注＊）注＊）注＊）注＊） 2012年年年年7月月月月31日に予想の修正を発表日に予想の修正を発表日に予想の修正を発表日に予想の修正を発表

200200200200

350350350350

2.6%2.6%2.6%2.6%

650650650650

25,00025,00025,00025,000

通期

160160160160

100 100 100 100 

2.1% 2.1% 2.1% 2.1% 

260 260 260 260 

12,30012,30012,30012,300

２Q累計 通期２Q累計 通期２Q累計

今回予想 ＊前回予想

（百万円）

100100100100111111110000300 300 300 300 50505050当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

----20202020350 350 350 350 80 80 80 80 経常利益経常利益経常利益経常利益

----0.4%0.4%0.4%0.4%2.6%2.6%2.6%2.6%1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 営業利益率営業利益率営業利益率営業利益率

----60 60 60 60 650650650650200200200200営業利益営業利益営業利益営業利益

----33330000000025,00025,00025,00025,00012,00012,00012,00012,000売上高売上高売上高売上高

増減（額）
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2-2.  修正の理由

◆◆◆◆２２２２Q累計期間の業績予想を上方修正累計期間の業績予想を上方修正累計期間の業績予想を上方修正累計期間の業績予想を上方修正

精密ばね事業やプラスチック事業において、精密ばね事業やプラスチック事業において、精密ばね事業やプラスチック事業において、精密ばね事業やプラスチック事業において、OA機器向けの売上は予想よりも機器向けの売上は予想よりも機器向けの売上は予想よりも機器向けの売上は予想よりも

減少するものの、国内および海外で自動車市場向けの売上が好調であること減少するものの、国内および海外で自動車市場向けの売上が好調であること減少するものの、国内および海外で自動車市場向けの売上が好調であること減少するものの、国内および海外で自動車市場向けの売上が好調であること

から、売上高およびから、売上高およびから、売上高およびから、売上高および営業利益、経常利益が前回予想を上回る見込み。また、タ営業利益、経常利益が前回予想を上回る見込み。また、タ営業利益、経常利益が前回予想を上回る見込み。また、タ営業利益、経常利益が前回予想を上回る見込み。また、タ

イ工場の保険金収入イ工場の保険金収入イ工場の保険金収入イ工場の保険金収入167167167167百万円を第１四半期に特別利益として計上したため、百万円を第１四半期に特別利益として計上したため、百万円を第１四半期に特別利益として計上したため、百万円を第１四半期に特別利益として計上したため、

四半期純利益は前回予想値を四半期純利益は前回予想値を四半期純利益は前回予想値を四半期純利益は前回予想値を110110110110百万円上回る見込み百万円上回る見込み百万円上回る見込み百万円上回る見込み。。。。

◆◆◆◆通期予想については当期純利益のみ修正通期予想については当期純利益のみ修正通期予想については当期純利益のみ修正通期予想については当期純利益のみ修正

下期は、エコカー補助金終了や、欧州債務問題による海外景気の減速により、下期は、エコカー補助金終了や、欧州債務問題による海外景気の減速により、下期は、エコカー補助金終了や、欧州債務問題による海外景気の減速により、下期は、エコカー補助金終了や、欧州債務問題による海外景気の減速により、

国内景気の下振れが懸念されている。このため、通期予想については、上期に国内景気の下振れが懸念されている。このため、通期予想については、上期に国内景気の下振れが懸念されている。このため、通期予想については、上期に国内景気の下振れが懸念されている。このため、通期予想については、上期に

計上した計上した計上した計上した特別利益の影響のみを予想に反映。特別利益の影響のみを予想に反映。特別利益の影響のみを予想に反映。特別利益の影響のみを予想に反映。
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